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感染予防を考えながら、地域では様々な活動に取り組んでいます‼

　10月17日、長住校区に煌めきの空間が誕生しました。
　今年は長住中央公園西側部分の再整備が始まるので、山部
分一帯への感謝の気持ちとコロナ０の願いを込め、紙袋やペット
ボトルの明かりを灯して『キャンドルナイト』が展開されました。
　主催の長住校区社会福祉協議会からは、「今回は、感染予防
の観点から、あえて告知はしませ
んでしたが、並べる時、片づける
時、多くの方のお手伝い
があり感謝しておりま
す」とのこと。コロナ
禍の癒しの空間になり
ました。

　全市的にもコロナの影響で社協事業が中止になったり規模が
縮小になったりする中、東花畑校区社会福祉協議会では何か新
しい取り組みはできないかと高齢者福祉施設「ささえあい太陽」
の協力を得て、10月17日に初めてオンライン施設見学会を開催
しました。
　当日は、会場の公民館内で、施設が作成したサービス内容の
動画を視聴した後、同施設のスタッフが施設内を生中継で案内
し、「見学」や「利用者との会話」を楽しむことができました。
　施設への訪問見学ではないため利用者への感染のリスクが
回避でき、普段の施設の様子を垣間見ることもできました。
　コロナ禍での効果的な施設見学の方法として、今後他校区で
も活用が期待されます。

　WITH コロナの時代、今まで以上に家で
過ごす機会が増えた方が多いと思われます。
　長住校区社会福祉協議会では、離れてつな
がる新しい事業の一つとして、おうちで過ご
す間にできること（簡単な調理や手芸、脳ト
レ、体操、読み聞かせなど）に目を向けてい
ただくことを目的に様々な本を用意、地域の
方が気軽に借りられるよう、公民館玄関ロ
ビーに「おうち時
間 文 庫」と し て
コーナーを開設し
ました。
　本を借りるため
に散歩がてらお出
かけをする機会に
もなり、おうちで
は本を見ながら興
味のあることに取
り組めると評判も
上々です。
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東花畑 コロナ禍でのオンライン施設見学

長  住 キャンドルナイト おうち時間文庫
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参加者同士和気あいあいと歓談している様子

毎週土曜日に移動販売が行われています
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　鶴田校区には、高齢化が進んでいる丘陵地エリアがあり、公民館
で開催される行事の参加や、日頃の買い物に課題がありました。
　このような中、空き家を活用した地域の集いの場「ローズハウス」
がオープンしています。
　「ローズハウス」は、空き家の持ち主の「空き家を地域の集いの場
として活用したい」との想いから設立され、現在は集いの場としてだ
けでなく、毎週土曜日10時から30分程、野菜や果物、豆腐・惣菜、パ
ンの移動販売が行われています。
　移動販売には毎回20名程の参加があり、高齢者だけでなく3世
代で訪れる方もおられます。

　「坂を下りて買い物に行かなくていいから助かる」「普段重く
て、購入をためらうスイカや野菜を買えることが嬉しい」と、大変好
評です。
　また、「ローズハウス」の持ち主から「丘陵地帯で付近に自動販
売機がないため、設置したい」との相談があり、令和2年8月に共
同募金会の赤い羽根自販機が設置されました。
　加えて同年１１月には、南区社協事務所が実施している助成事
業「ふれあい奨励金」を活用して、地域住民への周知のために看
板を設置し、移動販売のスペースを広くするため玄関の屋根を増
築しました。
　多様な主体との協働により徐々に利用者も増え、地域の会議
やちょっと立ち寄る場として活用されています。

　塩原ふれあいサ
ロン “絆” では、新
型コロナウイルスの
影響により今年度
ふれあいサロンの
開催を見合わせる
期間が続きました。
　そうした中、サロ
ンのボランティアさ
ん達が手分けして、
毎月1回手作りのお
便りを作成し、サロ
ンの利用者にお届
けしました。

　内容は、元気が出る簡単レシピや健康に関する情報、
ボランティアの紹介など。
　コロナの影響で、みんなで集まる機会が減少しても、
このお便りで心の“絆”は強くなったのではないでしょうか。
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　コロナ禍で校
区社協事業の中
止が相次ぐ中、
三宅校区では「ふ
くしのまちづくり
プラン」を発行
し、全世帯に配
布しました。この
プランでは、より
多くの校区住民
に校区社協の取
り組みについて
知ってもらいたい
という思いで作
成しました。
　困った時の連絡先一覧として相談できる専門機関を
掲載しており、保存版として活用いただけるようにも
なっています。
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